
むらのけものたち

◆ けものを探して ◆

令和５年度トピックス展

令和6年1月20日（土）～3月10日（日）

　房総のむらでは、千葉県立中央博物館研究員の協力を得て、2020年から哺乳類の生息調査を行っ
ています。館内に設置した定点カメラの画像と、足跡や食べ痕の調査、職員によるアンケートによっ
て、2020年から2023年の間に12種が確認され、人間の暮らしの近くにありながらも豊かな自然の
中で生きる「けもの」たちの暮らしが見えてきました。

定点カメラ
　「けもの」の暮らしを知るため、定点カメラを設置しました。カメラの前を通ると、赤外線センサーが反応して、
自動的に画像が撮影されます。
　定点カメラを足跡や食べ痕があった周辺に設置したところ、夜中、館内を自由に動き回り、食べ物を探す「けも
の」の姿が撮影されました。

「けもの」の痕跡を探す
　足跡は、その形や大きさ、指の数、爪の形などたくさんの情報を残します。糞は、種類によってその形が異なる
だけではなく、中身を調べることで、何を食べていたのかなど、生活の様子がわかります。また、ニホンリスやネ
ズミ類など、植物を餌とする「けもの」は、かじり痕など、その痕跡を木の実などに残します。

左：定点カメラ設置状況
右：実際に写ったタヌキ

左：ハクビシンの糞
右：タヌキの足跡

コラム　むらのオアシス
　旧御子神家住宅の近くには、房総のむらに生息する動物がよく利用している水飲み場があります。コンクリートで
作られた貯水池です。周辺には「けもの」たちが暮らす雑木林が広がっていますが、近くに水飲み場となるような場所
はこの貯水池以外にはありません。昼間には、シジュウカラなどの小鳥がよく水浴びなどをしているのを見かけます。
　この近くに定点カメラを設置したところ、これまでに、タヌキやハクビシン、アライグマなど、5種類の「けもの」が
確認されました。特にタヌキは、数頭でやって来て仲良く水を飲む姿が何度も写っています。「けもの」だけではなく、
フクロウが夜に水浴びしている様子も撮影されました。この水飲み場は、「けもの」たちにとっては、貴重なオアシス
なのでしょう。
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